
107

ルドルフ・ポーデの

リズム体操のためのピアノ音楽に関する研究

A study on the Piano music
for Rhythmical Gymnastics by Rudolf Bode

田中幸治・滝澤かほる

Koji TANAKA & Kaoru TAKIZAWA

Ⅰ　はじめに

本研究は，リズム体操創始者であるルドルフ・ポーデのリズム体操のためのピアノ音楽について，主に音

楽的側面から考察し，音楽と動きの関係を明らかにしたものである。

リズム体操は，はずみと振りを中心とした自然で全身的な動きをリズミカルに行うことが特色で，音楽と

一体となって，こころから生き生きと楽しく行う全身的な動きを特徴とし，心とからだの解放をねらいとし

た動きの教育である。具体的に，洗練されたよい動きを身につ仇　基礎的なからだをつくることを目的とL

ている1）。では，リズム体操の実践の場では，音楽と動きについてどのように捉えているのであろうか。

リズム体操の指導の現場では，音楽と一体となるために，音楽に動きを合わせるのか，動きに音楽を合わ

せるのか，この二つの相反する観点から選曲に悩むことが多いという声をよく聞く。音楽を優先させると動

きの要素が限定されたり，目標とする動きを構成に組み込むことが困難になったり，道に動きに音楽を合わ

せるには，その動きに合った新しい曲を作るしかないといった難しきに直面するようである。ボーデ自身は

この点について次のように述べている。「音楽は動きの伴奏であり，音楽に合わせて動けばいいというもの

ではなく，むしろ，内にある感覚を呼び起こし，刺激し，解放することであり，このために身体的な表出が

現われ，完全で，全体的で，リズミカルになる。」2）っまり「内にある感覚」は音楽と動きを結びつけるもの

であり，そこに焦点を当てていれば，音楽と動きが主従関係に陥ることなく，協調して高め合う関係になる

ということであろう。実際に「リズミカル・ムーブメソトにおける音楽と動きの研究～音楽構成の理解と動

きの変容との関係性～」3）の中で，音楽を理解することで動きそのものや動いたときの感覚に変化を感じた

ということが報告されている。

本研究では，ルドルフ・ボーデ作曲＜リズム体操のためのピ7ノ音楽Klaviermusik zur Rhythmischen

Gymnastik＞4）を取り上げ分析を行い，ピアノ演奏の立場から音楽自体が要求する内容を深く探ることによっ

て，音楽と動きと「内にある感覚」がどのように関係しあっているのかという点を明らかにしたい。

ⅠⅠボーデのピアノ音楽

ルドルフ・ボ岬デ作曲の＜リズム体操のためのピアノ音楽＞は全17冊あり，1冊に数曲ずつが収められて
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い る｡ 1 曲ず つ 動きに 関す る タ イ ト ル が つ い て おり
,
｢ 歩く｣ ｢ 走る｣ ｢ 左右振｣ ｢ はずむ｣ ｢ 揺れ動くような

リ ズ ム ( ワ ル ツ) ｣ など様々 だが , 動き の 課題がは っ きり し
,
音楽を聞くと容易にそ の タ イ ト ル の 動きが 目

に浮かぶ ようなも の ばか りで あ る ｡ そ して音楽自体の構成 もわか りやすく は っ きりして い る為
,
全体を把握

し理解する こ とも特別難 しい こと で はない ｡ また
,
8 0 歳 の誕生 日を記 念して出版された 4 枚の 小型版 レ コ ー

ド
5 )
で は

,
< リ ズ ム 体操のため の ピ ア ノ音楽 > か ら の選曲で

,
ボ

ー

デ自身の ピ ア ノ演奏を聞く事が で きる｡

内容は次の 通り で ある｡

1 . E P 60 02 1

1 )

2 )

3 )

4 )

5 )

6 )

2 . E P 6 0 0 2 2

い

2 )

3 )

4 )

5 )

3 . E P 6 0 0 2 3

1 )

2 )

3 )

4 )

5 )

4 . E P 6 0 0 2 4

1 )

①

@

⑨

④

@

2 )

①

@

③

④

⑤

⑥

歩く ( 整列 して 行進)

走る ･ 軽くとぶ

はずむ

マ ー チ ( 行進)

輪踊り ( 走る)

元気に振る

左右振

前後振

水平振

タ ン パ リ ソ ダ ン ス Ⅰ

タ ン パ リ ソ ダ ソ ス ⅠⅠ

揺れ動くようなリ ズ ム

流れるようなリ ズ ム

突進す るようなリ ズ ム

- ソ ガ 1) 一

風 ダ ン ス

% # : H eft 7 , N r . 1

音楽 : H eft 7 , N r . 3

音楽 : H eft 8
,
S eit e 2

音楽 : H eft 1
,
N r . 2

音楽 : H eft 1 , N r . 3

音楽 : H eft 4 , N r . 2

音楽 : H eft 9
,
S eit e 5

青菜 : H eft 9 , S eit e 3

音楽 : H eft 9 , S eit e 6

音菜 : H eft 1 2 , S eit e 2

音楽 : H e 托 1 2
,
S eit e 5

( ワ ル ツ) 音楽 : H eft 3
,
N r . 2

音楽 : H e ft 3 , N r . 3

音楽 : H eft 3
,
N r . 4

音楽 : H eft 5
,
N r . 2 + H eft 1 7

,
S eit e 3

棒を使 っ た男子 のた め の ダ ン ス 音楽 : H eft 1 5
,
S eit e 5

ボ ー ル を使 っ た体操

ワ ル ツ小曲 1

ワ ル ツ小曲 2

ワ ル ツ小曲 3

ワ ル ツ小曲 4

ワ ル ツ小曲 5

( 5 つ の ワ ル ツ 小曲) 音楽 : H eft 1 3

N r . 2

N r . 4

N r . 1

N r . 3

N r . 5

棒を使 っ た体操 ( 6 つ の マ ー チ) 音楽 : H eft ll

ハ ン ブ ル グ の マ ー

チ

キ ー ル の マ ー チ

プ レ ー メ ソ の マ ー チ

マ
ー

ブ ル ガ
-

の マ ーチ

シ ュ ト ゥ ッ ト ガ ル ト の マ ーチ

マ イ ソ ツ の マ ー チ

N r . 1

N r . 2

N r . 3

N r . 4

N r . 5

N r . 6

ドイ ツ で 指揮者として も活動 して い た こ とがある ボ ー

デ の ピ ア ノ 演奏は ,
ひ と こ と で 言うと, 独特の味わ

い の ある演奏とい う印象を受ける ｡ 華やか さや効果ばか りを狙 っ た の で はなく
,
動きを感 じさせ , 音楽の も

つ 躍動感や構成に よ っ て ｢ 内に ある感覚｣ に 直接働きか け るようなも の で あると言えるだろうo こ れらの レ

コ
ー

ドに は ボ ー デ の 考えた動きの 構成 も付けられ て おり
,
そ こ には ｢ こ こ に あげた 動き の構成は ,

い ろ い ろ

な行な い 方の 一 例を示 したもの で ある ｡ 他の 構成 で も構わない ｡ 大切な事は, 音楽と動きが緊密に 関連つ け
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られて い る こ と で ある ｡ ｣
5 )
と述 べ られて い る ｡

1 0 9

ⅠⅠⅠ 音楽と動き

今回 は ,
< リ ズ ム 体操 の た め の ピ ア ノ 音楽 > 第 7 冊 よ り ,

第 1 曲 < 歩く ( 整列 し て 行進) G e h e n

( A u f m a r s c h) > に つ い て 分析を行なう｡ こ の 曲の楽譜を見ると ｢ マ
ー

チ の テ ソ ポ で I m M a r s c h t e m p o ｣ と

標記があり, 音楽の テ ソ ポ は題名 の とおり, 歩くために 丁度良い テ ン ポを要求され て い る ｡ 拍子は 4 分 の 4

拍子 で
,
行進曲で よく使用 される 2 拍子で はない ｡ こ れは単なる行進の 伴奏で はなく リ ズ ム 体操の ため の ピ

ア ノ 音楽で ある こ とと , わ ざわ ざ曲頭に テ ソ ポ の 標示もある こ とか ら, 特別な ことと は感じられない ｡

【資料】
6 )
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ル ドル フ ･

ボ
ー デの リ ズ ム 体操の ため の ピ ア ノ 音楽に関する研究 illil

1 . 音楽の構成と動きの構成

曲は4 3 小節か ら出来て おり, 大 きく 3 つ に分かれて い る ｡ 1 - 1 8 小節 ( 第 1 部) と1 9 - 3 6 小節 ( 第 2 部) ,

そ して 37 - 4 3 小節 ( コ ー ダ) の 曲 の 締め くくりと言 っ て よ い 部分で ある｡ 第 1 部と第2 部はほ とん ど同 じ形

で あるが音域が少し高くな っ て い る ｡ 第 1 部と第 2 部 は, さらにそ れぞれ 2 つ の 部分に分けられる ｡ 1 つ 目

の部 分は
,
4 分音符で 拍子をき ざみ ク レ ッ シ エ ン ドし て い く 1 - 1 0 小節 ( 1 A ) , 1 9 - 2 8 小節 ( 2 A ) で ,

2 つ め の 部分は ,
はずむような符点の リズ ム で 2 小節ずつ 受け答えをしなが ら動きの ある11

- 1 8 小節 ( 1
【
B ) ,

29 - 3 6 小節 ( 2 B ) で ある ｡ コ
ー ダ の 部分は , 符点の リ ズ ム の 音型 で , 曲 の 中で

一

番強く なる フ ォ ル テ イ ツ

シ モ に よ っ て締めくく りに 導い て い る ｡ こ れら の 曲 の 構成は演奏を聞い て も楽譜を見て も, 容易に理解で き

る シ ン プ ル なも の で ある ｡ ボ
ー デ の 提案して い る動きの 構成

7 )
ら

,
次の とお り

,
音楽に即 したわか り易い も

の で ある ｡

隊形 整列 して 中央で 2 組に 分か れる ｡

前奏 2 小節 ( 楽譜に は善か れ て い な い)

1 - 1 0 小節 外側に い る人 の 指揮 の もと ,
各組揃 っ て横方向に分列行進する ｡

終わりに
,
前 の ほ うに伸びた列をなおす｡

l l - 1 2 小節 前方に 軽くとぶ ｡

1 3 - 1 4 小節 後方に 軽くとぶ ｡

1 5 - 1 8 小節 1 1 - 1 4 小節と同じ｡

1 9 - 3 6 小節 1 - 1 8 小節と同じ｡

3 7 - 4 3 小節 退場す る, また ははじめ の 隊形に もどる ｡

2 . 音楽とリズム体操をつ なぐもの - 内にある感覚 -

音楽か ら考えた構成と ,
ボ ー デ の 提案する動 きの 構成は当然

一

致して い る｡ そ れは音楽とともに リ ズ ム 体

操を熟知 したボ ーデが 作曲し提案したも の で あるか ら何の 不 思議もない ｡ こ こ で確認 して おきたい こ とは,

構成 を頭 で理解 して い るか らとい っ て ,
ボ

ー

デ の い う ｢ 内に ある感覚｣ を会得した こと にはならない とい う

こ とで ある ｡

｢ ピ ア ノ で豊か な表現を｣
8 )
の 中で ,

｢ ピ ア ノ は鍵盤を押さえれば簡単に音が 出せ て しまうため , 学生に よ っ

て は音楽と技術が 分離して しまう場 合が ある ｡ 音だけを正確に 鳴ら して , 音楽を して い ると勘違い を して し

まう の だ｡ しか し, 本人が 『表現』 した い 内容に気付き, そ れを音にす ると い う ア プ ロ
ー チ をし始め ると

,

驚くほ どピ ア ノ が表情豊 か に語り始め るo ｣ と い う事が述べ られて い るが ,
｢ 表現｣ した い内容に気付き ,

そ

れを音にすると い う ア プ ロ
ー チ をし始めるとき の原動力が, すなわちボ

ー

デ の言うと ころの ｢ 内に ある感覚｣

な の で は な い か と考える ｡ つ まり単なる ｢ 音の 羅列｣ が ｢ 内に ある感覚｣ に よ っ て 真の ｢音楽｣ に なると い

う こと で ある ｡

｢ 音 の羅列｣ のみ の ピ ア ノ 演奏をリ ズ ム 体操に 置き換えて考えると, そ れは決め られた振り付 捌 こ従 っ て ,

ただ身体を動かす とい う こ とで あろう ｡ そ して真の ｢ 音楽｣ とは何か と いう こ とをリ ズ ム 体操に なぞ らえて

考えると ,
｢ 内に ある感覚｣ を呼び起こ された結果, または ｢ 内に ある感覚｣ に よ っ て , 表出される身体の ,

完全 で ,
全体的 で リ ズ ミ カ ル な動 きとい う こ と で あろう ｡

で は
,
こ の ボ

ー

デ の < 歩く (整列して 行進) > と い う ピ ア ノ 曲で は, 何に着目 して演奏したり , 聴 い た り ,

動 い たりすればよ い の で あろうか ? ピ ア ノ 演奏の立場 か ら分析してみた い ｡

Ⅳ 分析

I . 第1 部の分析

第 1 部 の 1 - 1 0 小節 ( 1 A ) で は両手で 4 分音符の和音を 1 小節に 4 つ ず つ 弾い て い るだ けで ある が ,
餐

化して い る こと は和音と ,
メ ゾ ･ フ ォ ル テ か ら フ ォ ル テ ま で の ク レ ッ シ ュ ソ ドと い う強弱 で ある ｡ 右手の 和

音は単音の ｢ ド｣ にだん だん と高い 方 - 音が加わ っ て変化しなが ら ｢ ド, ミ ♭, ラ｣ と い う和音 ( 1 0 小節目)
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に ま で 達する ｡ 左手は ｢ ド｣ の オ ク タ - ヴ か ら始まり
,
だ ん だん と低い ほ う へ 下 が っ て い き ｢ フ ァ ｣ ( 10 小

節目) ま で達す る｡ 両手同時に考えると , 半音階の 動きを含み ながら 1 小節ず つ和音が 変化し
,
ク レ ッ シ ェ

ソ ドと い う強弱の変化と共に
,
緊張感を高めながら拡が っ て い くとい う動き で ある こ とが わか る ｡ こ れら の

変化はすべ て第 1 部 の 後半1 1 - 1 8 小節 ( 1 B ) の はじめ の フ ォ ル テ と い う頂 点 - 向か っ て い る｡ 最終的に は

1 0 小節目 の最後に右手 に現われる3 2 分音符の 速い ｢ ラ シ ド レ｣ と い う動きと ,
左 手 の

一

歩ずつ 踏み しめて 行

く ような下行 の動きの 末に ,
1 B の 始まり で , 両手とも ｢ ミ｣ と い う音を頂 点に して爆発して い る か の よう

で ある ｡ 4 分音符だ けの 単調な リズ ム の 1 A か ら
,
1 B の 符点の リズ ム を含ん だ動き へ の 変化は, 1 0 小節を

費や して 準備しなければ ならない く らい 劇的 なもの で あ っ たと言えよう ｡ 1 A は頂点 へ の 期待, 緊張感, 広

が り
, 接近な ど, 心臓が ドキ ドキ と脈打つ ような演奏が望まれると考える ｡

第 1 部後半の 1 B で は, 符点の リ ズ ム が中心となり動きが 出てく るが ,
2 小節ずつ が 問と答えの ような対

に なり , そ れま で の 興奮が だん だんと収ま るように音が 下が っ てく る ｡ 左手 の リ ズ ム はそれまで と変わらな

い 4 分音符の リ ズ ム で あるが ,
1 拍目の バ ス の 音と

,
跳躍して 高い 部分で 動く 2 - 4 柏目 の厚い 和音が , 蘇

弱も含め て 大きく揺れ るよう にな っ て い る ｡ つ まり各小節を支える 1 拍目の バ ス の 動きは ｢ ミ ーミ｣ ｢ ミ ー

ラ｣ ｢ ソ ーラ｣ ｢ ミ
ー ラ｣ (l l - 1 8 小節) と い う 2 小節ずつ の揺れる動きと なり

,
そ れ に続く和音も第1 1 小節

で は ｢ ミ
,
ラ
,
ド
,
ミ｣ ｢ フ ァ , ラ , ド , フ 7 ｣ ｢ ミ , ラ ,

ド
,
ミ｣ と い うふうに , 続く小節で も行 っ たり戻 っ

た りするような強弱を伴 っ た和音の 動 きに な っ て い る ｡ 右手 の符点
,
左手 の跳躍 と和音の 動きが 2 小節ずつ

の 対 で 揺れながら, 次 の 第 2 部 - と向か っ て い く の で ある｡

2 , 第 2 部の分析

第 2 部は音の動きはほ とん ど第 1 部と同 じで あるが
,
音 の 高さが第 1 部よりも全体的に 高く な っ て い る ｡

2 A は 1 A より 2 度高くなり ｢ ド｣ か ら ｢ レ｣ に変化して おり
,
2 B は 1 B より 3 度高くな っ て い る ｡ こ れ

は第 1 部と第 2 部を全く同 じ高さに して 繰り返すとい う方向が は っ きりしな い 並列の関係 で はなく
,
第 2 部

の 音を高くす る こと によ っ て
,
第 1 部 の 上に 第 2 部が積み重ね られて , 次 の部分に向か っ て い る こ とがは っ

きりするような協力関係に な っ て い る ｡ 2 A の 右手 の 和音が 1 A のもの より厚み を増して い る こと か らも ,

第 1 部より第 2 部 の ほ うが緊張感の 高まり が あり, 2 B の爆発部分もより激 しく感じられる ように な っ て い

る ｡

コ
ー ダ はそれ まで の 発展を受けて フ ォ ル テ イ ツ シ モ と い う, 曲中 で

一

番強い 強さとなり , リ ズ ム も符点が

中心 で ある｡ 符点 の リ ズ ム は言 うま で もなく
,
躍動感

,
心 の 高まりを表す も の で ある ｡ 第4 1 小節に は ,

こ の

曲 の 中で は新 しい リ ズ ム で ある 三連符が 出現し, しか も 一 気に分散和音で オ ク タ - ヴ以上も駆け上が っ て 主

和音を鳴らすとい う場面も出てく る｡ 最後は曲の 冒頭と同 じ ｢ ド｣ の音 の ユ ニ ゾ ソ を両手で 鳴らして い るが ,

同じ音とい うだけ で 始まり の期待や 緊張感の ある音とは全く違い , 開放感と自信 に満ちたような音 へ と変化

して 全曲を締めくく っ て い る｡

3 . まとめと考察

こ の 曲を通 して 見ると, 符点の リ ズ ム の 1 B と 2 B が中心と な っ て おり
,
4 分音符の 1 A と 2 A は ,

そ の

後に続く部分の 準備や 下地づ くりとな っ て い る. 従 っ て, ただ 4 分音符をきざむ の で は なく , 次に来 る部分
- 向か っ て方 向をは っ きりさせなが ら進め て い かなければい け ない ｡ そ して 最終的には コ ー ダ の部分に全て

が 向か っ て い るの で ある ｡ こ れら の こ とか ら
,
こ の 曲を演奏するとき の ｢ 内に ある感覚｣ は ｢前進｣ ｢ 発展｣

｢ 成長｣ と い っ た キ -

ワ
ー ド で 表す こ とが 出来る の で はない だ ろうか ｡

こ の < 歩く (整列 して行進) > と い う曲で リ ズ ム 体操を実践するとき
,
ただ拍子に 合わ せて 左右の 足を動

かす の で はなく ,
ど こ か に 向か っ て い る ｢ 歩く｣ と い う動 きで なければならな い し, 同じ ｢ 歩く｣ で も曲の

始めと終わ りで は歩き方が変化して い るはずで ある｡ こ れは曲に 動きを合わ せなければい けない と い う こと

を言 っ て い るの で はなく , 音楽に よ っ て ｢ 内に ある感覚｣ が 刺激され
,
そ の 結果の 身体の 動きで あれ ば, 当

然変化する で あ ろうとい うこ とを言 っ て い るの で ある ｡ 音楽が 爆発に 向か っ て 緊張を高め て い るの に
,
ただ

拍子 に 合 っ た ｢ 歩く｣ と い う動きを実践す るだけ で動 きに変化が ない とい う こ とは ,
｢ 内に ある感覚｣ に 裏

付けられた全体的で リズ ミ カ ル な動きが 出来て い るとはい えな い の で はな い だろうか ｡ 音楽に動きを合わ せ
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る か
,
動きに音楽を合わせ るか が大切 なの で はなく ,

ボ ー デ の い う ｢ 内に ある感覚｣ に 焦点を合わ せ , 音 で

表現したり, 身体を動か したりする こ とが重要な の で ある ｡

Ⅴ 今後の課題

I . ボ ー デの視点から

ボーデ は
, 運動の リ ズ ム を単に 時間的な分節の 繰り返 しで はなく ,

緊張と解緊 の流れる ような交替に特徴

が あるとし
,
そ の運動過程 を研究した ｡ また , 音楽は ｢ 時間的な構造と無限の 自由に よ っ て , 人間を解放す

る ｡ ｣ と し, 人間教育にふさわ しい とした
9 )
｡ そ し て 音楽の 上拍を身体の 用意 の 動作に対応さ せ , 次 の よう

な .) ズ ミ カ ル な運動経過 の 3 局面を考えた
IO)

o

(1) 用意の 動作 A u s h olb e w e g u n g - 上 拍 ( ア ウ フ タ ク ト) A u ft a k t

(2) 主動作 E n tl a d u n g
エ ア ク セ ソ ト ( ベ ト ー ヌ ソ ク) B e t o n n u n g

(3) 納め の 動作 A u sl a u f b e w e g u n g - 下 柏 ( ア プタ ク ト) A b t ak t

ボ ーデは ｢ 正 しい 用意の 動作をする こ とは , 運動が有機的に経過するの に最も重要な こ とで あり, 主劫作

を効果的に行うために最も良い 準備動作 で ある ｡ ｣ と した
1 1'

｡ リ ズ ム と い う言葉が 初めて 運動に用 い られた

の は
, 体操改革運動 の 文献の 中で あ っ た

12 )
こ とを考えると ,

ボ ー デが
, 音楽の 上拍を運動の用意の 動作に 対

応させた こ とは , 偉大な業績で あ っ たとい える ｡

板垣は, 音楽と動き の リ ズ ム と の 関係を次の ように 述べ て い る
13'

｡ ｢ 音楽にお ける ア ウ フ タ ク トと ,
動き

の ア ウ フ タク トは, 厳密に言 えば
一

致す るとは限らない ｡ 音楽で は , 音を出す とい う主要ア ク セ ン トが現れ

るま で の 準備運動全体を含ん で い るが ,
運動に お い て は, 主動作と反対の 方向 - 動 い て ,

一 旦 止まるま で の

動きを指して い る の で ,
そ の 最終点に達す るま で の 間を ア ウ フ タ ク ト ( 用意の動作) と言う の で ある｡ 例 え

ば
, 下 へ 向か う あらゆる運動 は, 上 - 向か うア ウ フ タ ク トを必要と し, 上 に 向か うあらゆ る運動は, 上及 び

下 に 向か う二 重 の ア ウ フ タ ク トを必要とす るの で ある ｡｣

今後, 音楽と動きの 関連をボ
ー

デの 視点か ら具体的に 見 て いく ことが大きな課題となる o

2 . ボ ー デの ピアノ音楽

リ ズ ム 体操を実践す る現場 で は ,
｢ 動きに 合わな い 曲が 用い られたり , 子 どもたちに 人気の ある 曲が安易

に使われたりする こ とが ある ｡ ｣
1 4'
と よく聞く ｡ こ れは音楽と動きを表面的 に結び付けようとした り, 音楽と

動きをあまりに もか け離れた もの と して考えて しま っ たりす る結果で はない かと思う ｡ ボ
ー

デ の ピ ア ノ 曲は

単純で魅力が なく ,
こ の 曲で リ ズ ム 体操をして もあまり面白く ない と い う意見もあるが ,

果た してそ うで あ

ろうか ｡ 今回 ,
｢ 内に ある感覚｣ に 焦点を当て なが らボ

ー デの ピ ア ノ 曲を分析して みた結果, 個 々 の 動きの

基礎を確実に理解で きる上 ,
ア プ ロ ー チ次第で十分興味深い音楽で ある こ とを発見した ｡ 今後, 音楽家とリ

ズ ム 体操指導者が ｢ 内にある感覚｣ を基軸と して ,
ボ

ー

デの リ ズ ム 体操の ため の ピ ア ノ 音楽を精査す る こ と

が 必要で ある｡ そ れに より, 選曲の 基準,
動き の持 つ 課題もも っ と明らか になる の で はない だ ろうか o

また
,
音楽家に と っ て は, リ ズ ム 体操に よ っ て 音楽 の流れを再認識 し ,

｢ 内に ある感覚｣ を呼 び起 こ され

た身体の 動きを視覚的に捉える こ とが, 音 の 羅列 で はない 其の 音楽の 追求 - の
一

つ の 足 が か りとなるに 違い

ない ｡ 今後も ボ
ー

デ の ピ ア ノ 音楽の 分析を続仇 音楽と動きの 関係に つ い て理解を深めて い きたい o
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